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平
成
二
十
六
年
一
月
十
丂
日 

 

編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
字
以
内
の
景
観
に

関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

北
海
道
で
青
森
で
高
知
で
、
イ
タ
リ
ア
で
タ
ヒ
チ
で
タ
イ
で

台
湾
で
…
。
他
人
か
ら
見
れ
ば
ど
こ
が
？
と
い
う
景
色
で
も
私

た
ち
に
と
っ
て
は
逗
子
で
あ
り
、
逗
子
が
一
番
な
の
だ
。 

「
逗
子
に
引
っ
越
さ
な
い
？
」 

都
内
に
勤
務
す
る
会
社
員
、
サ
ー
フ
ィ
ン
好
き
の
夫
か
ら
の

提
案
だ
っ
た
。
東
京
へ
の
通
勤
に
便
利
で
海
が
あ
っ
て
山
が
あ

っ
て
、
子
育
て
す
る
に
も
い
い
環
境
だ
、
と
の
こ
と
。 

「
逗
子
？
」 

そ
れ
ま
で
は
お
互
い
大
阪
、
名
古
屋
、
ア
フ
リ
カ
、
世
界
の

あ
ち
こ
ち
で
暮
ら
し
て
い
た
。
私
は
自
転
車
を
通
じ
た
社
会
的

な
活
動
を
行
う
「
サ
イ
ク
リ
ス
ト
」
と
し
て
自
転
車
イ
ベ
ン
ト

の
主
催
や
講
演
、
執
筆
を
す
る
の
が
仕
事
で
オ
フ
ィ
ス
は
自
宅
。 

当
時
生
活
し
て
い
た
東
京
に
特
に
愛
着
は
な
か
っ
た
の
で
、

引
っ
越
し
と
い
う
言
葉
に
抵
抗
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、
で
も
逗

子
っ
て
ど
こ
だ
ろ
う
。
地
図
を
確
認
し
東
京
駅
ま
で
の
距
離
を

算
出
す
る
と
約
５
５
キ
ロ
、
往
復
１
０
０
キ
ロ
ほ
ど
か
、
悪
く

な
い
。
し
か
も
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
地
と
し
て
も
人
気
の
あ
る
三

浦
半
島
や
１
３
４
号
線
の
玄
関
口
、
最
高
の
自
転
車
環
境
！
ほ

ぼ
即
決
だ
っ
た
。 

あ
れ
か
ら
４
年
。
２
人
の
息
子
が
生
ま
れ
４
人
家
族
に
な
っ

た
私
た
ち
が
ど
こ
に
行
っ
て
も
思
い
出
す
の
は
逗
子
の
景
色
。

木
々
に
囲
ま
れ
た
我
が
家
、
鳥
や
虫
の
声
、
小
さ
な
商
店
街
、

入
り
組
ん
だ
住
宅
街
。
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
逗
子
海
岸
、
海
風

感
じ
て
走
る
１
３
４
号
線
。 

「
正
月
の
逗
子
銀
座
通
り
入
口
」 

Ｍ
・
Ｉ 

「
や
っ
ぱ
り
逗
子
が
一
番
だ
ね
」 

自
画
自
賛
。
逗
子
が
大
好
き
な
私
た
ち
は
世
界
中
で
わ
が

町
逗
子
に
遊
び
に
来
る
よ
う
に
勧
め
て
い
る
。 

「
世
界
で
一
番
好
き
な
逗
子
」 

文 

山
田 

美
緒  

「
逗
子
み
た
い
だ
ね
」 

「
逗
子
の
ほ
う
が
す
ご
い
ね
」 

私
た
ち
夫
婦
は
旅
先
で
い
つ
も
そ
ん
な
言
葉

を
交
わ
す
。 

「山の根の道 
  市内には自転車をこいで心地よい道がいっぱいあります」  谷 守弘 



 

 

 

桜桜山山のの小小字字「「番番合合（（ババンンココウウ））」」のの色色々々ななおお話話しし  

瓦版の編集担当は 逗子市環境都市部まちづくり課♪ 

電話：046-873-1111 FAX：046-873-4520 Mail：machi@city.zushi.kanagawa.jp 

 

まちづくり課関係リンクはこちら☆ 

「逗子の景観まちづくり」http://www.city.zushi.kanagawa.jp/syokan/machi/keikanTop.html 

「景観まちづくり瓦版」http://www.city.zushi.kanagawa.jp/syokan/machi/kawara.html 

「景観 Facebook」 

 

☆瓦版のバックナンバーは逗子市庁舎一階、まちづくり課窓口、 

市民交流センターに配架しています。他のナンバーも是非ご覧ください。 

 

 

  

 

逗子の景観まちづくり 検索 クリック！ 

雨宮 郁夫 

 今は「番合谷戸（バンコウヤト）」と呼ぶ。上桜山の中ほど、葉山と台地を接する。北に道、三方は山地

で、かなりの平地を持つ。道も大小とあるので、今も昔も便利な土地である。 

「むかしばなし」も豊富で、事実は判らないが、土地の古老たちの言い伝えを紹介する。 

(１) 鎌倉期前半（源家三代）の頃、鎌倉に「不穏の空気あり」との通知が「三浦氏本家」に届くと、分家共々、

家人たちは馬・鎧を整え、この地に急行、その数、 

千とも万ともなると言う。そして総大将が下知し、 

組を作る。これが「･･･番隊」編成で、地名の 

所以と言う。 

（用意が整えば「いざ鎌倉へ･･･」と柏原道から 

「二階堂」付近に本陣を構え、将軍の下知を 

待つ） 

家人たちは馬・鎧を整え、この地に急行、その

数、千とも万ともなると言う。そして総大将が

下知し、組を作る。これが「･･･番隊」編成で、

地名の所以と言う。 

（用意が整えば「いざ鎌倉へ･･･」と柏原道から

「二階堂」付近に本陣を構え、将軍の下知を待つ） 

(２)土地はある程度あるが、貧農が多く、名前に似て

いる者が多く、苗字は許されないので番号を付

け、五人組のように編成、年貢・通知など「庄

屋」さんに連絡した。 

(３)「内藤屋敷」との地区名がある。鎌倉の光明寺内

にある大きな「宝篋印塔」が、沢山ある江戸期

の大名「内藤家」と関係があるかと古老の方々

に聞いたが、知らないと言う。 

(４)沼間側の道の入口に「地蔵山の墓碑群」と言う 

３０余の大小様々な墓碑が集められる。 

★｡.*ﾟ・｡..｡+ﾟ*.｡★｡.*ﾟ・｡.｡+ﾟ*.｡★｡.*ﾟ・｡.｡+ﾟ.｡★｡.*ﾟ・｡..｡+ﾟ*.｡★｡.*ﾟ・｡.｡+ﾟ*.｡★｡.*ﾟ・｡ 

「逗子の地名アラカルト」は、逗子の地域を知るシリーズとして郷土史家・ 

雨宮郁夫さんに執筆をお願いしてありました。 

雨宮さんは市制 50 周年記念、連続歴史講座「逗子の歴史」を編纂された 

お一人であり、瓦版第 14 号に文を寄稿していただいた方です。 

しかし、昨年暮、急逝されました。上記「番合（バンコウ）」の話は、昨年 

10 月 19 日の景観シンポジウムの席で、雨宮さんが配布されたものです。 

引き続き、雨宮さんに伺った話を元に、ご冥福を祈りつつ、感謝の気持ち 

を込めて「逗子の地名アラカルト」を記述してまいります。 （記：及川洋一） 

番番   合合   

● 
地蔵山の墓碑群 

● 
内藤屋敷 

才才   戸戸   

持持   田田   

廣廣   地地   

逗子市全図 

中中   里里   

mailto:machi@city.zushi.kanagawa.jp
http://www.city.zushi.kanagawa.jp/syokan/machi/keikanTop.html
http://www.city.zushi.kanagawa.jp/syokan/machi/kawara.html
mailto:https://www.facebook.com/zushiscape
mailto:https://www.facebook.com/zushisuteki

